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１
．
行
動
症
状 

 

 

(５ )
焦
燥
・
不
穏
・
脱
抑
制
（
し
ょ
う

そ
う
・
ふ
お
ん
・だ
つ
よ
く
せ
い
） 

焦
燥
・
不
穏
・
脱
抑
制
な
ど
は
、「
易
刺

激
性
（
い
し
げ
き
せ
い
）
」
に
含
ま
れ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。「
易
刺
激
性
」
は
、「
些

細
な
刺
激
に
も
激
し
く
反
応
し
、
不
快

な
感
情
が
亢
進
し
た
状
態
」
と
さ
れ
て

い
て
、
認
知
症
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い「
軽

度
認
知
症
障
害(M

ild
 

C
o
n
gn

itive 

Im
pairm

en
t:M

C
I

）
」
の
時
点
か
ら
み
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
患
者
さ
ん

自
身
が
物
忘
れ
を
す
る
こ
と
に
気
づ
く 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
 

日
本
は
例
を
み
な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

現
在
本
邦
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

人
口
は
、
三
千
万
人
を
超
え
て
い
て
、
全
国
民
の
約
４
人
に
１
人
を
占
め
て
い
ま
す
。
２
０
４
２
年
に

は
約
３
，
９
０
０
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
後
も
、
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
増
加
し

続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
、
全
国
で
認
知
症
を
患
う
人
の
数
が

2
0
2
5

年
に

は
七
百
万
人
を
超
え
る
と
の
推
計
値
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
の
５
人
に
１
人
が
認

知
症
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
回
も
、BP

S
D

の
概
要
と
、
歯
科
疾
患
と
の
関
連
、
そ
し
て

歯
科
治
療
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す 

 

と
歯
科
治
療 

そ
の
⑤ 

 

・泣
き
叫
ぶ 

・関
心
が
な
く
な
る
と
診
察
室
や
検
査

室
か
ら
勝
手
に
出
て
い
く(

立
ち
去
り
行

動)

等
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

国
際
老
年
医
学
会
で
編
纂
さ
れ
た

「B
P

S
D

 

痴
呆
の
行
動
と
心
理
症
状
」

で
は
、「
脱
抑
制
症
候
群
」と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
脱
抑
制
の
症
状
と

し
て
以
下
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 

【
多
幸
感
】 

・言
語
的
攻
撃
性 

・他
者
お
よ
び
物
体
に
対
す
る
身
体

的
攻
撃
性 

BPSD の症状 

 
（１）服部 英行 認知症に伴う精神症状・行動異常（BPSD）とその対応 より引用 

 

・自
己
破
壊
的
行
動 

・性
的
脱
抑
制 

【
精
神
運
動
焦
燥
】 

・で
し
ゃ
ば
る
、
じ
ゃ
ま
を
す
る 

・衝
動
性 

【
徘
徊
】 

 

歯
科
と
の
関
連 

  

歯
科
治
療
で
は
、
病
勢
の
進
行
抑
制
と

治
療
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
口
腔
の
衛

生
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。
検
査
を
し
て
、

検
査
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
清
掃
の
仕
方

を
説
明
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
症
状

が
発
現
し
て
い
る
場
合
に
、
診
療
中
に
激

高
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
の
場
合
、
自
分
で
清

掃
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
多
く
、
介

助
清
掃
を
要
し
ま
す
が
、
こ
の
際
も
抵
抗

す
る
こ
と
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
要

介
護
者
の
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う
介
助

す
る
工
夫
を
要
し
ま
す
。「
脱
抑
制
」
の

行
動
と
し
て
は
、
入
れ
歯
を
捨
て
た
り
、

投
げ
つ
け
て
破
損
す
る
な
ど
の
行
為
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
れ
歯
の
所

在
を
毎
日
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

    

 

こ
と
で
、
自
分
自
身
の
状
態
に
対
す
る

不
安
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
起
こ
っ
て
き

ま
す
。「
焦
燥
」
は
英
語
で
（agitation

）

と
表
記
さ
れ
、「
不
穏
」
・「
興
奮
」
と
日

本
語
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
脱
抑
制
」
は
、
前
頭
側
頭
葉
変
性
症

で
、
周
辺
症
状
と
し
て
現
れ
る「
社
会
的

な
関
係
や
周
囲
へ
の
配
慮
が
ま
っ
た
く

認
め
ら
れ
ず
、
過
ち
を
指
摘
さ
れ
て
も

悪
び
れ
た
様
子
が
な
く
、
あ
っ
け
ら
か

ん
と
し
て
い
る
。
」
症
状
で
す
。
具
体
的

に
は
、 

・
店
頭
に
な
ら
ん
だ
駄
菓
子
を
堂
々
と

万
引
き
す
る 

・
検
査
の
取
り
組
み
に
神
真
剣
さ
が
見

ら
れ
ず(

考
え
不
精)

自
分
の
気
の
ま
ま

に
答
え
る 

・
診
察
中
に
鼻
歌
を
歌
う 

  

 
 

 

 

 

 



 

中通歯科通信 NEO 
 

《
引
用
文
献
》 

 

(1) 

高
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総
説 

認
知
症
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B
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．
日
本
老
年
医
学
会
雑

誌
。195-
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(2)
（
医
）
拓
海
会 

神
経
内
科 

ク
リ
ニ
ッ
ク 

ス
タ
ッ
フ
・
ブ
ロ
グ 

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(3)
認
知
症
予
防
あ
る
あ
る
体
験
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(4)
認
知
症
ケ
ア 

最
前
線 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(5)
脳
科
学
辞
典 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(6)
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ン
ズ
大
学 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(7)
竹
下 

孝
仁 

ボ
ケ
は
脳
の
病
気
で
は
な
い 

だ
か
ら
防
げ
る
治

せ
る
． 

㈱
マ
キ
ノ
出
版 

 

(8)
大
熊 

由
紀
子 

認
知
症
～
５
つ
の
誤
解
を
生
み
だ
し
た
歴
史
～

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
か
ら
～
医
学
書
院
「
精
神
医
学
」
連
載「
精
神

科
の
戦
後
史
」
第
９
回【
最
終
回
】
よ
り 

 

(9)
晴
れ
の
日 

雨
の
日 

曇
り
の
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(10)
認
知
症 

o
n
 line

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

を
飲
み
込
む「
嚥
下
機
能
（え
ん
げ
き
の

う
）
」
の
障
害
が
起
こ
り
や
す
く
、
誤
嚥

性
肺
炎
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
。
食
事

前
の
口
腔
清
掃
介
助
、
食
事
の
介
助
、

食
後
の
口
腔
清
掃
介
助
を
一
セ
ッ
ト
と

し
た「
食
事
の
見
守
り
」が
必
要
と
な
り

ま
す
。「
無
動
無
言
症
」
の
状
態
で
口
腔

ケ
ア
を
行
う
場
合
に
は
、
処
置
前
に
声

掛
け
す
る
こ
と
、
口
腔
に
い
き
な
り
清

掃
用
具
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
蒸
し

タ
オ
ル
で
顔
に
適
度
な
刺
激
を
加
え
る

こ
と
で
緊
張
感
を
解
く
こ
と
が
で
き
た

り
、
意
識
の
覚
醒
が
起
こ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 1968（昭和 43）年に、日本で初めて全国社会福祉協議会により「居宅寝

たきり老人実態調査」が行われました。本調査によると、寝たきりなどの

被介護者はおよそ 20万人と推測され、介護者は子どもの配偶者（ほぼ全

てが嫁）が全体の 49,8％を占めており、次いで配偶者（ほぼ妻）が

25,1％、娘が 14,5％。介護者のうち、女性の占める割合は 9 割近い状態

でした。 

 2010（平成 22）年に、行われた「国民生活基礎調査では」、介護者は、

「配偶者」が 25.7％で最も多く、次いで「子」が 20.9％、「子の配偶者」が

15.2％となっており、性別でみると、男 30.6％、女 69.4％で女性が依然とし

て多い状態でした。人口構成の高齢化に伴い、介護者を年齢構成でみる

と、男女ともに「60～69 歳」が 24.7％、31.3％とそれぞれ占めており、「核

家族化」に伴う「老老介護」の実態が見られます。 

 1972（昭和 47）年に、新潮社から 

1984（昭和 59）年に急性心不全で 

53 歳の若さで急死した作家である 

有吉佐和子が、「恍惚の人」という 

長編小説を発表しました。本作品は、 

認知症および老年医学をいち早く 

取り扱った文学作品として有名です。 

この作品は、年間売上 194 万部 

のベストセラーになりました。それ 

まで存在そのものを知っていても、 

家族だけで看るというのが一般的 

で、認知症が進行する物である 

ことと、対応が適切に行われないと 

本通信でも述べている BPSD 

（認知症の行動・心理症状）が現れる 

ことで介護が非常に困難になることを家族の視点から描かれていました。 

時代に先駆けた作品であったことから、しっかりとした医療情報も医療者

間でも共通の認識を醸成するに至って

いなかったこともあり、「認知症」を「認

知症には徘徊・暴力・弄便がつきもの」

とか、「認知症になってはおしまい」とか

という恐怖感のみが際立ってしまった

り、「認知症」になった本人がかすんで

しまい、介護することの大変さだけが目

立つという認識が生まれてしまいまし

た。本通信でも口腔に関するケアを 

することを述べていますが、適切な対応で発症を防げたり、悪化を防ぐこ 

とができるということが近年解かるようになってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年度から厚生労働省が推奨する「認知症サポ

ーター養成講座」を受講した人なら誰でもなることができ

る「認知症サポーター」というものがあります。なにか特

別なことをする必要はありません。認知症について正しく

理解して、偏見をもたないことで、認知症の人ご本人だけ

でなく家族に対して温かい目で見守ることが、期待される

役割です。 

  認知症サポーターになると、「認知症の 

人を応援します」という意志を示す目印として、 

オレンジリングが渡されます。 

リングを身に着けていることで、「あ、あの人は 

認知症の人のお手伝いができるんだな」と一目 

でわかる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーターについて 

 

認知症と文学作品 
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(６ )
無
為
・
無
反
応
・
無
言 

 

正
常
な
状
態
で
、
感
情
が
湧
く
刺
激

対
象
に
対
し
て
関
心
が
わ
か
な
い
、
興
味

や
関
心
が
障
害
さ
れ
た
状
態
を
、「
ア
パ

シ
ー
（
感
情
が
無
く
な
っ
た
状
態
）
」
と

言
い
ま
す
。
こ
の
障
害
が
更
に
進
行
す
る

と
、
目
的
を
持
っ
て
動
く
、
し
ゃ
べ
る
な
ど

の
動
作
を
開
始
す
る
の
に
時
間
を
要
し

た
り
、
で
き
な
く
な
る
「
無
為
症
候
群

（
む
い
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん
）
」
と
呼
ば
れ
る

状
態
に
な
り
ま
す
。
更
に
病
状
が
進
行

す
る
と
、
覚
醒
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
無
言
で
、
こ
わ
ば
り
、
動
作
が
み
ら 
         

れ
な
い「
無
動
無
言
症
」
に
な
り
ま
す
。
焦

燥
・
不
穏
・
脱
抑
制
な
ど
自
分
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
に
対
し
て
戦
い
を
挑
ん
だ
り

抵
抗
を
示
す
も
の
を
「
葛
藤
型
認
知
症

（
か
っ
と
う
が
た
に
ん
ち
し
ょ
う
）
」
、
無

為
・
無
為
反
応
・
無
言
な
ど
の
よ
う
に
目

の
前
の
状
況
に
対
し
て
全
く
反
応
を
見
せ

な
い
も
の
を
「
遊
離
型
認
知
症
（
ゆ
う
り

が
た
に
ん
ち
し
ょ
う
）
」
と
分
類
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

歯
科
と
の
関
連 

  

こ
れ
ら
の
症
状
が
発
現
す
る
こ
と
で
口

腔
内
に
出
る
症
状
と
し
て
は
、
食
べ
物 

  

 


